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は
じ
め
に

当
研
究
所
で
は
、
我
が
國
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
に

し
、
二
年
に
亘
つ
て
、
神
道
・
皇
室
研
究
委
員
会
を
設
置
し
、
専
門

家
を
招
い
て
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
で
お
話
を
い
た
ゞ
い
た
。

神
道
と
皇
室
は
我
が
國
の
伝
統
に
深
く
根
差
し
て
を
り
、
こ
の
二

つ
を
抜
き
に
我
が
國
の
あ
り
方
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で

研
究
会
の
設
置
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

國
の
あ
り
方
は
、
國
の
仕
組
み
と
の
関
連
で
「
國
體
」
と
呼
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

一　
國
體
と
は
何
か

國
體
は
、
戦
前
の
憲
法
の
教
科
書
で
は
必
ず
登
場
す
る
言
葉
で
あ

つ
た1

。
し
か
し
、
現
代
の
憲
法
の
教
科
書
に
は
歴
史
的
な
叙
述
の
場

所
以
外
で
は
ま
つ
た
く
登
場
し
な
い
。
穂
積
八
束
は
、「
按
ス
ル
ニ
、

國
體
ト
謂
フ
ノ
成
語
ハ
其
ノ
用
例
一
ナ
ラ
ス
、
從
來
ノ
通
用
ト
シ
テ

ハ
廣
ク
國
家
民
族
ノ
特
性
ヲ
指
稱
ス
」
と
述
べ
、
こ
こ
で
は
主
権
の

所
在
に
よ
り
國
の
あ
り
方
を
決
め
る
た
め
に
國
體
の
語
を
使
ふ
と
い

ふ2

。
も
ち
ろ
ん
「
國
體
」
の
語
自
体
は
中
國
の
古
典
に
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
我
が
國
で
は
幕
末
以
降
、
昭
和
二
十
年
ま
で
独
特
の
発

展
を
遂
げ
て
き
た
。

「
神
道
・
皇
室
研
究
会
」
報
告

研
究
会
の
目
的

髙

池

勝

彦

（
弁
護
士
）
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法
哲
学
者
長
尾
龍
一
は
國
體
に
つ
い
て
次
の
や
う
に
述
べ
る3

。

「
國
體
」
の
語
は
、
元
来
は
「
國
の
様
子
」
と
い
う
よ
う
な
、

格
別
政
治
性
を
持
た
な
い
用
語
で
あ
っ
た
が
、
幕
末
に
は
、「
日

本
の
誇
る
べ
き
所
以
」、
さ
ら
に
は
鎖
國
體
制
の
意
味
に
な
り
、

攘
夷
論
者
の
モ
ッ
ト
ー
と
な
っ
た
。（
中
略
）
幕
末
の
文
献
に

お
い
て
は
、「
國
體
」
の
語
は
、
ほ
と
ん
ど
鎖
國
體
制
と
同
一

の
意
味
に
用
い
ら
れ
た
。

し
か
し
「
國
體
」
が
攘
夷
の
意
味
で
用
ゐ
ら
れ
た
と
い
ふ
長
尾
説

は
、言
ひ
す
ぎ
で
あ
る
。「
攘
夷
も
ま
た
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、

民
心
統
一
の
た
め
の
一
つ
の
方
法
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
の
で
は
な 

い
か4

。
國
體
を
論
ず
る
者
す
べ
て
が
「
國
體
論
」
に
大
き
な
影
響
を
与
へ

た
と
し
て
あ
げ
る
の
は
、
幕
末
の
水
戸
学
と
そ
の
中
心
の
一
人
で
あ

つ
た
会
澤
正
志
斎
が
著
し
た
『
新
論
』
で
あ
る
。『
新
論
』
の
中
に
、

「
國
體
」（
上
中
下
）
が
書
か
れ
、
こ
れ
が
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

大
き
な
影
響
力
を
持
つ
た
。

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
年
）、
教
育
勅
語
の
中
で
「
我
カ
臣

民
克
ク
忠
ニ
克
ク
孝
ニ
億
兆
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
世
世
厥
ノ
美
ヲ
濟
セ
ル

ハ
此
レ
我
カ
國
體
ノ
精
華
ニ
シ
テ
教
育
ノ
淵
源
亦
實
ニ
此
ニ
存
ス
」

と
述
べ
、「
國
體
」
は
國
民
全
員
が
知
る
言
葉
と
な
つ
た
。
そ
し
て
、

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
年
）、
悪
名
高
い
治
安
維
持
法
が
制
定
さ

れ
、
そ
の
第
一
条
は
、「
國
體
ヲ
變
革
シ
又
ハ
私
有
財
產
制
度
ヲ
否

認
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
シ
テ
結
社
ヲ
組
織
シ
又
ハ
情
ヲ
知
リ
テ
之
ニ

加
入
シ
タ
ル
者
ハ
十
年
以
下
ノ
懲
役
又
ハ
禁
錮
ニ
處
ス
」
と
定
め
ら

れ
、後
に
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
年
）、最
高
刑
が
死
刑
と
な
つ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
も
ま
た
悪
名
高
い
『
國
體
の
本
義
』
が
文
部
省
か

ら
発
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
年
）
五
月
三
十
一
日

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
冊
子
を
通
読
す
れ
ば
、
意
外
に
エ
キ
セ
ン
ト

リ
ッ
ク
で
は
な
い
。
國
の
成
立
か
ら
、
國
民
性
、
道
徳
、
文
化
、
政

治
経
済
な
ど
を
神
話
や
皇
室
と
関
係
さ
せ
て
論
じ
て
ゐ
る5

。
た
と
へ

ば
、
天
皇
に
つ
い
て
次
の
や
う
に
述
べ
る
（
二
十
三
頁
）。

か
く
て
天
皇
は
、
皇
祖
皇
宗
の
御
心
の
ま
に
〳
〵
我
が
國
を

統
治
し
給
ふ
現
御
神
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
。
こ
の
現
御
神（
明
神
）

或
は
現
人
神
と
申
し
奉
る
の
は
、
所
謂
絶
對
神
と
か
、
全
知
全

能
の
神
と
か
い
ふ
が
如
き
意
味
の
神
と
は
異
な
り
、
皇
祖
皇
宗

が
そ
の
神
裔
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
天
皇
に
現
れ
ま
し
、
天
皇
は
皇

祖
皇
宗
と
御
一
體
で
あ
ら
せ
ら
れ
、
永
久
に
臣
民
・
國
土
の
生
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成
發
展
の
本
源
に
ま
し
ま
し
、
限
り
な
く
尊
く
畏
き
御
方
で
あ

る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
帝
國
憲
法
第
一
條
に
「
大
日
本
帝

國
ハ
萬
世
一
系
ノ
天
皇
之
ヲ
統
治
ス
」
と
あ
り
、
又
第
三
條
に

「
天
皇
ハ
神
聖
ニ
シ
テ
侵
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
あ
る
の
は
、
天
皇

の
こ
の
御
本
質
を
明
ら
か
に
し
奉
つ
た
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て

天
皇
は
、
外
國
の
君
主
と
異
な
り
、
國
家
統
治
の
必
要
上
立
て

ら
れ
た
主
權
者
で
も
な
く
、
智
力
・
徳
望
を
も
と
と
し
て
臣
民

よ
り
選
び
定
め
ら
れ
た
君
主
で
も
あ
ら
せ
ら
れ
ぬ
。

天
皇
は
、
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
で
い
ふ
絶
対
神
で
は
な
い
こ
と
、
ま

た
、
憲
法
上
、
天
皇
は
欧
米
の
憲
法
上
の
主
権
者
で
も
な
い
と
い
つ

て
ゐ
る
こ
と
が
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
通
常
、『
國
體
の
本
義
』
は
、
天
皇
機
関
説
を
排
斥
し

た
と
い
は
れ
て
ゐ
る
が
、
穂
積
や
上
杉
愼
吉
な
ど
に
よ
る
天
皇
主
権

説
を
も
採
ら
な
い
と
い
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
大
東
亜
戦
争
の
敗
北
に
至
る
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾

す
る
た
め
に
全
國
民
が
熱
望
し
た
の
は
國
體
を
護
持
で
き
る
か
ど
う

か
で
あ
つ
た
。
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
の
終
戦
の
詔
勅
で
は
、「
朕

ハ
玆
ニ
國
體
ヲ
護
持
シ
得
テ
忠
良
ナ
ル
爾
臣
民
ノ
赤
誠
ニ
信
倚
シ
」

て
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
の
で
あ
る
。
昭
和
天
皇
は
、
日
本
國

民
が
一
致
団
結
し
て
敗
戦
の
苦
境
か
ら
脱
し
て
、
國
體
を
護
持
で
き

る
と
確
信
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
現
行
の
日
本
國

憲
法
が
制
定
さ
れ
て
、
我
が
國
の
國
體
は
変
っ
た
の
か
、
つ
ま
り
、

果
た
し
て
國
體
を
護
持
し
た
の
か
ど
う
か
の
論
争
が
起
き
た
。
有
名

な
も
の
は
、
法
哲
学
者
の
尾
高
朝
雄
と
憲
法
学
者
の
宮
澤
俊
義
と
の

間
の
論
争6

、
そ
れ
に
憲
法
学
者
の
佐
々
木
惣
一
と
哲
学
者
和
辻
哲
郎

と
の
論
争
で
あ
る7

。

宮
澤
や
佐
々
木
は
、
主
権
概
念
と
の
関
連
か
ら
國
體
は
変
つ
た
と

主
張
し
た
の
に
対
し
、
尾
高
は
、
天
皇
主
権
と
國
民
主
権
と
を
越
え

た
「
ノ
モ
ス
主
権
」
と
い
ふ
概
念
を
持
ち
だ
し
て
國
體
は
明
治
か
ら

変
つ
て
ゐ
な
い
と
主
張
し
、
和
辻
は
、
天
皇
は
、
明
治
時
代
ば
か
り

で
は
な
く
我
が
國
の
歴
史
を
通
じ
て
、「
日
本
國
の
象
徴
で
あ
り
日

本
國
民
統
合
の
象
徴
」
で
あ
つ
た
と
し
て
國
體
は
変
つ
て
は
ゐ
な
い

と
主
張
し
た
。

結
局
、変
つ
た
の
か
変
つ
て
は
ゐ
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
、「
國
體
」

の
定
義
い
か
ん
に
よ
る
。
あ
る
い
は
國
の
基
本
的
な
仕
組
み
が
日
本

國
憲
法
に
よ
つ
て
変
つ
た
と
考
へ
る
の
か
、
継
続
し
て
ゐ
る
と
考
へ

る
の
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
八
月
当
時
の
ほ
と
ん
ど

の
日
本
人
は
、
皇
室
が
続
い
た
こ
と
に
よ
つ
て
國
體
を
護
持
し
得
た

と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
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「
國
體
」
を
英
語
で
い
へ
ばConstitution

で
あ
る
と
は
じ
め
に
主

張
し
た
の
は
渡
部
昇
一
で
あ
る8

。Constitution

は
、
体
質
と
か
構

造
を
意
味
す
る
が
、
法
律
上
は
、
國
家
の
基
本
法
を
意
味
し
、
憲
法

と
も
訳
さ
れ
る
。

要
す
る
に
「
國
體
」
は
、
國
柄
で
あ
る
と
考
へ
、
制
度
上
か
ら
い

へ
ば
、
我
が
國
で
は
皇
室
を
抜
き
に
は
「
國
體
」
を
語
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
皇
室
は
ま
た
、
天
皇
が
祭
祀
王
で
あ
る
と
い
は
れ
る
や
う

に
、
神
道
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
。

私
は
、「
國
體
」
を
天
皇
主
権
國
家
で
あ
る
と
か
、
ま
し
て
鎖
國

體
制
で
あ
る
と
か
と
い
つ
た
狭
い
意
味
に
と
ら
は
れ
ず
に
、
広
い
意

味
で
國
柄
で
あ
る
と
考
へ
、
我
が
國
の
場
合
に
は
、
神
道
と
皇
室
の

関
係
を
研
究
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

二　
神
道
と
天
皇

研
究
会
で
は
、
ま
づ
、
神
道
学
者
の
髙
森
明
勅
氏
に
「
神
道
と
天

皇
」
そ
の
も
の
の
お
話
を
い
た
ゞ
き
、
論
考
も
い
た
ゞ
い
た
。
高
森

氏
は
、「
神
道
と
は
日
本
の
民
族
宗
教
で
あ
る
」
と
確
言
さ
れ
、
神

道
の
や
う
な
民
族
宗
教
の
あ
り
方
は
、日
本
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

「
人
々
の
間
で
自
然
発
生
的
に
徐
々
に
成
立
し
た
宗
教
」で
あ
り
、「
人

種
・
國
籍
・
地
域
・
文
化
・
政
治
な
ど
の
違
い
を
超
え
て
、
広
く
全

世
界
的
規
模
で
信
者
や
布
教
組
織
を
も
つ
」
て
ゐ
る
キ
リ
ス
ト
教
・

仏
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
の
世
界
宗
教
と
は
異
な
る
が
、
こ
の
や
う

な
民
族
宗
教
は
、
宗
教
と
し
て
は
普
遍
的
な
宗
教
の
あ
り
方
で
あ
る

と
い
は
れ
る
。
世
界
宗
教
の
大
波
に
飲
ま
れ
て
民
族
宗
教
は
、
例
外

的
な
宗
教
の
あ
り
か
た
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
神
道
は
、
民

族
宗
教
と
し
て
日
本
民
族
と
共
に
発
展
し
て
き
た
。「
そ
れ
は
、
他

國
の
事
例
と
比
べ
た
時
、
ほ
と
ん
ど
奇
蹟
に
近
い
こ
と
か
も
知
れ 

な
い
」。

高
森
氏
も
指
摘
す
る
や
う
に
、
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
、
さ
ら

に
古
墳
時
代
へ
の
移
行
は
、
継
続
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
古
代

に
お
け
る
日
本
國
内
の
統
一
が
武
力
に
よ
る
征
服
な
ど
で
は
な
く
、

平
和
的
な
統
一
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
こ
と
と
神
道
の
成
立
と
密
接
な

関
係
を
有
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
高
森
氏
は
、「
神
道
の
源
流
は
一

先
ず
、
縄
文
時
代
に
ま
で
遡
り
得
る
と
考
え
」
ら
れ
る
と
い
ふ
。

そ
し
て
、
古
墳
時
代
に
至
つ
て
神
道
が
成
立
し
た
と
高
森
氏
は
い

ふ
。
そ
し
て
、
伊
勢
神
宮
の
創
祀
と
神
道
の
祭
祀
の
中
で
も
つ
と
も

重
要
な
新
嘗
祭9

の
原
型
で
あ
る
収
穫
祭
が
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
、
祭

祀
王
と
し
て
の
天
皇
の
存
在
で
あ
る
。
し
か
も
天
皇
は
、
祭
祀
王
で

あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
祭
祀
王
を
超
え
る
権
威
を
持
つ
て
ゐ
た
か
ら
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こ
そ
神
道
が
確
立
し
て
い
つ
た
と
高
森
氏
は
い
ふ
（
以
上
「　

」
は

高
森
論
文
か
ら
の
引
用
で
あ
る
）。

神
道
学
者
で
あ
る
茂
木
貞
純
國
學
院
大
学
教
授
に
は
、「
神
社
の

起
源
と
祭
り
の
伝
統
」
の
お
話
と
論
考
を
い
た
ゞ
い
た
。
神
社
の
起

源
に
つ
い
て
、
神
話
と
考
古
学
の
遺
跡
と
を
詳
細
に
関
連
づ
け
、
神

社
の
祭
り
が
ど
の
や
う
に
行
は
れ
て
き
た
か
を
述
べ
ら
れ
た
。
神
道

は
、
神ひ

も

籬ろ
ぎ

・
磐い

は

境く
ら

か
ら
、
神
殿
の
な
い
神
社
、
仮
設
の
神
社
、
常
設

の
神
殿
と
し
て
の
神
社
へ
と
発
展
し
、
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
を

今
も
受
け
継
い
だ
神
社
が
存
在
す
る
。
神
社
で
は
祭
り
が
行
は
れ
、

重
大
な
祭
り
は
天
皇
が
主
宰
し
た
。
特
に
伊
勢
の
式
年
遷
宮
や
、
御

代
替
り
の
大
嘗
祭
な
ど
、
茂
木
教
授
は
詳
細
に
論
ぜ
ら
れ
た
。

九
〇
五
年
に
成
立
し
た
延
喜
式
の
神
名
帳
に
は
、
三
一
三
二
の
神

社
の
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
が
、
全
國
の
村
々
の
小
さ
な

神
社
に
は
時
々
「
式
内
神
社
」
と
書
い
た
石
碑
を
見
る
こ
と
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
こ
の
神
名
帳
に
載
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
、

一
一
〇
〇
年
以
上
も
前
に
こ
の
小
さ
な
お
宮
が
あ
つ
た
の
か
と
私
な

ど
は
感
動
す
る
。

茂
木
教
授
は
、「
神
宮
の
式
年
遷
宮
も
天
皇
の
即
位
大
嘗
祭
も
、

そ
れ
ら
の
祭
祀
を
支
え
る
毎
年
恒
例
の
祭
祀
に
支
え
ら
れ
て
、
七
世

紀
後
半
に
成
立
し
た
時
の
形
（
祭
式
作
法
）
そ
の
ま
ま
に
祖
型
を
反

復
し
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
神
話
伝
承
は
祭
祀
を
継
承
す
る
こ

と
で
、
現
在
に
蘇
え
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
神
話
が

伝
え
る
國
家
理
想
（
天
壌
無
窮
の
発
展
）
が
そ
の
都
度
確
認
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
。

教
授
は
、
令
和
の
大
嘗
祭
に
お
い
て
、
正
式
な
装
束
を
身
に
着
け
、

神
饌
行
立
（
し
ん
せ
ん
ぎ
ょ
う
り
ゅ
う
、
神
饌
の
数
々
を
行
列
を
組

ん
で
運
ぶ
行
事
）
の
中
で
、
蝦
の
鰭
槽
（
え
び
の
は
た
ふ
ね
、
天
皇

が
御
手
水
す
る
際
の
水
受
け
の
器
で
、
両
端
に
海
老
の
尾
に
似
た
取

手
が
つ
い
て
ゐ
る
）
を
運
ば
れ
た
。

三　
外
か
ら
見
た
神
道

神
道
が
世
界
各
地
で
自
然
発
生
的
に
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
き
た
民

族
宗
教
の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
も
、
宗
教
と
し
て
は
、
上
記
の
と
ほ

り
、
キ
リ
ス
ト
教
・
仏
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
の
世
界
宗
教
が
「
本

当
の
宗
教
」
で
あ
る
と
信
じ
て
ゐ
る
人
々
の
間
で
は
理
解
さ
れ
に
く

い
し
、
誤
解
さ
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
神
道
が
欧
米
で
ど
の
や
う
に
理
解
さ
れ
た
か
、
さ
れ
て

ゐ
る
か
に
つ
い
て
、
牧
野
陽
子
成
城
大
学
教
授
に
、
お
話
と
論
考
を

お
願
ひ
し
た
。
教
授
は
、
比
較
文
化
が
御
専
門
で
、
特
に
ラ
フ
カ
デ
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ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
専
門
家
で
あ
る
。
教
授
は
、
明
治
期
の
ジ
ャ
パ
ノ

ロ
ジ
ス
ト
の
中
で
も
特
に
著
名
な
英
國
人
研
究
者
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
を
取
り
上
げ
た
。
か
れ
は
日
本
に
三
十
八
年
間
滞
在

し
、
日
本
に
関
す
る
研
究
書
や
『
古
事
記
』
の
英
訳
、『
神
道
』
と

い
ふ
著
書
ま
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
神
道
に

対
す
る
評
価
は
、
神
道
は
、「
漠
然
と
し
た
祖
先
崇
拝
と
自
然
崇
拝
」

で
あ
り
、「
あ
ま
り
に
も
シ
ン
プ
ル
で
、あ
る
べ
き
も
の
が
何
も
な
い
、

宗
教
と
し
て
の
内
実
が
な
い
、
と
い
う
の
が
、
彼
ら
（
ジ
ャ
パ
ノ
ロ

ジ
ス
ト
達
）
が
共
有
す
る
否
定
的
認
識
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
。」
と
教
授
は
結
論
す
る
。
し
か
も
こ
の
や
う
な
見
解
は
、
現
代

の
日
本
研
究
者
た
ち
に
も
受
け
継
が
れ
て
ゐ
る
、
と
し
て
、
ア
メ
リ

カ
の
歴
史
学
者
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
神
道
観
を
挙
げ
て

ゐ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
現
代
の
日
本
人
学
者
の
中
に
も
同
様
の
見
解

を
持
つ
者
が
少
な
く
な
い
と
し
て
宗
教
学
者
の
島
田
裕
巳
な
ど
の
例

を
挙
げ
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
ま
つ
た
く
反
す
る
神
道
観
を
持
つ
た
の
は
ハ
ー
ン
で
あ

る
。教
授
は
、次
の
や
う
に
要
約
す
る
。「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
は
、

い
わ
ば
、「
宗
教
」
に
関
す
る
西
洋
の
概
念
を
普
遍
的
絶
対
的
な
基

準
と
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
そ
れ
自
体
を
覆
し
た
。
逆
に
い
え
ば
、
西
洋

の
一
神
教
的
な
一
方
的
価
値
観
を
根
本
か
ら
問
い
返
す
力
を
、
日
本

の
宗
教
的
感
性
の
な
か
に
見
出
し
た
と
い
え
る
。」

キ
リ
ス
ト
教
と
い
ふ
一
神
教
の
強
固
な
伝
統
を
持
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
自
分
た
ち
の
文
化
の
源
泉
で
あ
る

と
考
へ
て
ゐ
る
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
文
化
は
多
神
教
文
化
で
あ
る
。

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
グ
ナ
ー
の
楽
劇
「
指
輪
」
の
第
四
部
「
神
々
の
黄

昏
」（Götterdäm

m
erung

）
は
ま
さ
に
「
神
々
」
で
あ
り
、
私
も

ア
マ
チ
ュ
ア
コ
ー
ラ
ス
の
一
員
と
し
て
何
十
回
も
歌
つ
た
こ
と
が
あ

る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
九
番
の
第
四
楽
章
の
合
唱
「
歓
喜

に
寄
せ
て
」（A

n die Freude

）
の
中
の
合
唱
の
冒
頭
部
分
は
、

Freude, schöner Götterfunken, Tochter aus Elysium

W
ir betreten feuertrunken. Him

m
lische, dein Heiligtum

!

で
あ
る
が
、
直
訳
す
る
と
、「
歓
喜
（
喜
び
）
よ
、
神
々
の
美
し

い
火
花
（
霊
感
）
よ
、
楽
園
の
乙
女
よ
、
我
ら
は
火
花
の
や
う
に
入

る
、崇
高
な
も
の
よ
、お
前
の
聖
域
に
」
と
な
る
。
こ
こ
で
も
「
神
々
」

が
出
て
く
る
。

こ
の
「
神
々
の
火
花
」
に
つ
い
て
、
法
哲
学
者
の
碧
海
純
一
は
、

カ
ー
ル
・
ポ
ッ
パ
ー
の
業
績
を
継
ぐ
哲
学
者
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
ー
ピ

ッ
チ
ュ
の
業
績
を
分
析
す
る
論
文
の
中
で
、
哲
学
上
の
「
弁
証
法
の
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古
代
的
起
源
と
密
接
に
関
連
す
る
」
と
述
べ
て
ゐ
る10

。

要
す
る
に
神
道
は
欧
米
人
に
理
解
し
に
く
い
面
が
あ
る
と
し
て
も

ハ
ー
ン
の
や
う
に
神
道
の
世
界
に
没
入
す
る
人
も
を
り
、
欧
米
の
宗

教
心
と
共
通
す
る
面
が
あ
る
こ
と
を
理
解
可
能
な
面
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

欧
米
人
の
神
道
理
解
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
昭
和
二
十
年
か
ら
の

我
が
國
の
占
領
に
伴
ふ
占
領
軍
に
よ
る
対
神
道
政
策
で
あ
る
。
こ
の

分
野
の
研
究
の
第
一
人
者
は
大
原
康
男
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
で
あ

る
。
大
原
教
授
に
は
「
対
日
占
領
政
策
と
神
道
指
令
」
に
つ
い
て
お

話
と
論
考
を
お
願
ひ
し
た
。

当
初
占
領
軍
が
日
本
に
対
し
て
推
し
進
め
た
占
領
政
策
は
、
日
本

の
弱
体
化
政
策
で
あ
る
。
物
理
的
な
武
装
解
除
ば
か
り
で
は
な
く
、

精
神
的
武
装
解
除
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
、
占
領
軍
は
、「
極
め

て
戦
闘
的
な
國
家
主
義
を
礼
讃
す
る
國
家
神
道
は
、
明
ら
か
に
太
平

洋
地
域
と
世
界
の
平
和
に
対
す
る
脅
威
の
源
泉
で
あ
る
」
と
規
定
し

て
、
い
は
ゆ
る
神
道
指
令
を
発
し
た
。
教
授
は
、「
そ
れ
ら
を
簡
潔

に
ま
と
め
て
整
理
し
て
み
る
と
―
神
社
神
道
に
対
す
る
公
の
財
政
的

補
助
・
公
的
要
素
導
入
の
停
止
、
神
祇
院
（
神
社
を
所
轄
す
る
内
務

省
の
外
局
）
の
廃
止
、
神
道
的
研
究
・
教
育
を
目
的
と
す
る
國
公
立

学
校
の
廃
止
、
神
道
的
研
究
・
教
育
を
目
的
と
す
る
私
立
学
校
に
対

す
る
公
の
財
政
的
援
助
の
禁
止
、
國
公
立
学
校
に
お
け
る
神
道
的
教

義
の
弘
布
の
禁
止
、
役
所
・
学
校
等
公
共
施
設
か
ら
神
棚
そ
の
他
神

道
的
色
彩
を
帯
び
た
も
の
の
撤
去
、
官
公
吏
（
今
日
の
國
家
・
地
方

公
務
員
）
が
公
的
資
格
で
神
社
参
拝
す
る
こ
と
の
禁
止
等
々
、
多
面

的
に
わ
た
っ
て
い
る
。」
と
述
べ
る
。『
國
體
の
本
義
』
も
頒
布
禁
止

や
、「
大
東
亜
戦
争
」・「
八
紘
一
宇
」
な
ど
の
用
語
の
使
用
禁
止
も

含
ま
れ
る
。
こ
の
た
め
、
当
時
の
國
立
で
あ
つ
た
皇
學
館
大
學
も
廃

止
さ
れ
た
。

教
授
は
、
こ
の
神
道
指
令
は
い
は
ゆ
る
憲
法
の
政
教
分
離
規
定
の

解
釈
が
現
代
に
も
影
響
を
与
へ
て
ゐ
る
と
指
摘
し
、
幾
つ
か
の
裁
判

例
を
示
さ
れ
、
結
論
は
「
本
年
（
令
和
三
年
）
は
昭
和
五
十
二
年
に

「
津
地
鎮
祭
訴
訟
」
最
高
裁
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
て
か
ら
四
十
五
年
。

そ
の
間
に
最
高
裁
ま
で
審
理
さ
れ
、
確
定
し
た
政
教
分
離
関
係
訴
訟

は
三
十
件
に
及
ぶ
（
そ
の
う
ち
合
憲
が
二
十
七
件
、
違
憲
が
三
件
）。

そ
の
一
つ
一
つ
に
触
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、
訴
訟
全
体
の
流
れ
は
、

「
愛
媛
県
玉
串
料
訴
訟
」
判
決
（
平
九
）
を
除
い
て
概
ね
津
訴
訟
判

決
の
法
理
に
の
っ
と
っ
た
穏
当
な
判
断
が
続
い
て
い
る
。と
は
い
え
、

た
か
だ
か
七
年
足
ら
ず
の
寿
命
で
し
か
な
か
っ
た
神
道
指
令
の
束
縛

を
今
日
ま
で
引
き
摺
っ
て
き
た
我
が
國
の
戦
後
史
を
顧
み
て
憮
然
た

る
思
い
を
禁
じ
得
な
い
。」
の
で
あ
る
。
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ま
と
め

神
道
と
皇
室
の
テ
ー
マ
で
、
我
が
國
の
基
本
的
な
あ
り
方
を
探
つ

て
き
た
が
、
神
道
と
皇
室
は
、
我
が
國
の
「
國
體
」
の
一
部
を
な
す

も
の
で
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
る
う
へ
で
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
が
理
解
で
き
た
。「
國
體
」
を
政
体
と
対
比
さ
せ
た
主
権
の
あ

り
方
と
い
ふ
狭
い
意
味
で
解
釈
す
る
の
で
は
な
く
、
日
本
の
伝
統
を

踏
ま
え
た
広
い
解
釈
に
立
つ
べ
き
だ
と
し
て
天
皇
論
を
模
索
し
た
政

治
学
者
の
坂
本
多
加
雄
は
次
の
や
う
に
述
べ
る11

。

「
國
體
」
が
、「
実
質
的
な
意
味
の
憲
法
」
の
根
本
的
な
規
範
の
部

分
を
示
す
観
念
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
ひ
と
つ
の
文
章
で
示
す
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
、「
日
本
は
、
天
皇
が
し
ろ
し
め
す
國
で
あ
る
」

と
い
ふ
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
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憲
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憲
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。
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憲
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史
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発
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澤
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頁
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一
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鐸
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十
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